
当院の基本理念と基本方針
 　基本理念
　　最新最高の医療を、安全に提供する公的医療機関として能登全域の住民の健康を守ります。

 　基本方針
１　患者の皆さまの立場を第一に考えた医療を目指します。
２　たゆまぬ研鑽をとおして医療水準の向上を目指します。
３　最良でより高度な急性期医療を目指します。
４　医療機関との連携を密にして地域医療の推進を目指します。
５　公的病院を堅持しつつ健全な病院経営を目指します。
６　チーム医療に徹し、全職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

看護体験にて患者さまの手浴をお手伝いする様子。
患者さまに「気持ちいいわ～」と喜んでもらえて嬉しかったね。

 公立能登総合病院　情報誌



特定行為に係る看護師の
研修制度が始まりました

　平成27年10月に「特定行為に係る看護師の研修制度」が開始されました。この制度は高度
な医学知識や知能を持った看護師を全国的に要請し、これまで医師が行ってきた医療行為を、
実施の判断も含めて看護師に委ねられる制度です。

①見える

②身につく

③見極める

（厚生労働省HP「特定行為に関する看護師の研修制度が始まります」引用）

平成29年2月、当院でも看護師による特定行為研修
制度指定機関の指定（創傷管理関連1区分）が承認され、
4月に開講し研修が始まりました。この研修を修了する
と、医師又は歯科医師の判断を待たずに、手順書により
一定の診療の補助が行うことができます。当院では創傷
管理関連の研修を行っています。
当院の周辺地域では高齢者が多く、夫婦二人暮らし

や独居の方が増加しています。また、当院は訪問看護ス
テーションを併設し、訪問看護を行っています。高齢者
はいったん体調を崩されると動けなくなり、褥瘡（床ず
れ）ができやすくなります。褥瘡の発生予防や悪化を防
止するには、十分な栄養や体位変換が大切です。それが
十分でないと、褥瘡はどんどん悪化します。そうならな
いために、十分に患者さまを観察する力、考える力そして
判断する力を持つ看護師を育成し、悪化しても手順書に
より看護師が創傷の処置（血流のない傷をきれいにして
傷の治りを助ける）を医師にかわりその場で行うことで、
在宅でも対処することができます。住み慣れた地域で生
活し療養している患者さまに対し、病院に来なくても訪
問看護で力を発揮できることに期待をしています。
当院では今年度4名の看護師が研修を受けています。

仕事との両立は大変だと思いますが、それぞれが患者さ
まによい看護を提供するために日々頑張っています。

（看護師が研修を受けている様子）

共通科目の内容 時間数

臨床病態生理学

臨床推論

フィジカルアセスメント

臨床薬理学

疾病・臨床病態概論

医療安全学

特定行為実践

45

45

45

45

60

30

45

区分別科目の内容 時間数

創傷管理関連 72

・医師、歯科医師からあらかじめ作成した「手順書」に基づき、看護師が
行う「特定行為（診療の補助）」が明確になりました。

・研修により、今後の医療を支える高度かつ専門的な知識と技能を身につ
けた看護師が育成されます。

・研修を修了した看護師が患者さまの状態を見極めることで、タイムリーな対
応が可能になります。また「治療」「生活」の両面から、患者さまを支えます。

研修領域：創傷管理関連
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シ
ョ
ン
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は
、昨
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月
に
免
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式
リ
フ
ト
Ｐ
Ｏ
Ｐ
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し
ま
し
た

　

ま
ず
、免
荷
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リ
フ
ト
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
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ょ
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懸
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練
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」で
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Ｏ
Ｐ
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て
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初
に
写
真
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の
よ
う
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下
半
身

に
ベ
ル
ト
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ハ
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ネ
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装
着
し

ま
す
。

　

次
に
、正
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に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
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を
セ
ッ
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し
ま
す
。

　

そ
し
て
、本
体
の
バ
ー
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左
右
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ベ

ル
ト
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引
っ
か
け
ま
す
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準
備

完
了
で
す
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写
真
２
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本
体
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入
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ま
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写
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モ
ー
タ
ー
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よ
り
、徐
々
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下
半
身

に
か
か
る
体
重
を
懸
垂
し
て
い
き
ま
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1
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ま
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懸
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で
き
ま
す
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操
作
す
る
人
は
、ボ
タ
ン
を
押
し
て
い

る
だ
け
で
、介
助
は
ほ
と
ん
ど
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

Ｐ
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Ｐ
Ｏ
で
体
を
懸
垂
し
て
い
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で
、
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に
か
か
る
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し
た
状
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持
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ま
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ま
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。

　

下
半
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麻
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筋
力
低
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て
、自
分
の
力
で
立
っ
た
り
、歩
い
た
り

で
き
な
く
な
っ
て
も
、Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
が

補
っ
て
く
れ
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
早
期

か
ら
、起
立
練
習
や
歩
行
練
習
が
始
め

ら
れ
ま
す
。

　

従
来
か
ら
リ
フ
ト
で
体
を
懸
垂
し
、

ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
で
歩
行
練
習
を
す
る

こ
と
は
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。も
し
か

し
た
ら
、テ
レ
ビ
な
ど
で
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、元

読
売
巨
人
軍
監
督
の
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嶋
茂
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が

脳
卒
中
後
の
歩
行
練
習
で
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用
し
て

い
ま
し
た
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写
真
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ー
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バ
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が
、
か
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て
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ま
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す
。
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機
械
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と
、Ｐ
Ｏ
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Ｏ

は
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き
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簡
単
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で
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用
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所
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び

ま
せ
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Ｏ
Ｐ
Ｏ
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P
O
P
O
の
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果
と
し
て
は
、早
期

か
ら
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、寝
た
き

り
予
防
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、日
常

生
活
場
面
で
の
介
助
量
を
減
ら
す
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　　

最
後
に
、今
後
、Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
を
有
効

に
活
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し
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
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効
果
を
高
め
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域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
き
た
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と
思
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｏ
を
使
用
す
る
か
ど
う
か

は
、医
師
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス

タ
ッ
フ
で
話
し
合
い
な
が
ら
適
応
を
選

ん
で
い
ま
す
。使
用
の
要
望
に
は
添
え

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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公立能登総合病院
能登認知症疾患医療センター能登認知症疾患医療センター

開設
保健・医療・介護機関等と連携を図りながら、認知症疾患に関する

鑑別診断、周辺症状と身体合併症に対する急性期治療、専門医療相談等を実施すると
ともに地域保健医療・介護関係者への研修等を行うことにより、地域における

認知症疾患の保健医療水準の向上を図ることを目的として、石川県内に当院を含めた
3カ所の認知症疾患医療センターが設置されています。

公立能登総合病院では、平成29年4月1日より、石川県の指定を受け、
能登認知症疾患医療センターを開設しました。

≪事業内容≫
◎認知症に関する相談
◎認知症かどうかの診断
◎認知症の治療
◎認知症に関する啓発活動
◎保健・医療・介護機関との連携

私たちがサポート
します

■専門医療外
受付時間 月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金 　 　 土 　 　 日

● 　 　 ● 　 　 ● 　 　 ● 　 　 ● 　 　

●

8：30～11：30

13：30～14：30

受付時間 月 　 　 火 　 　 水 　 　 木 　 　 金 　 　 土 　 　 日
● 　 　 ● 　 　 ● 　 　 ● 　 　 ● 　 　9：30～16：00

0767-52-6619 ［土・日、祝日・年末年始は休診］

■専門医療相談（相談無料）［土・日、祝日・年末年始を除く］

＊受診をご希望の方は紹介状をご用意下さい

●専門医への受診についての相談
●ご本人とのかかわりについての提案
●利用できる制度のご案内
●かかりつけ医や地域包括支援センターとの連携

認知症で困ったら…まずは相談から！！

公立能登総合病院精神センター内　〒926-0816七尾市藤橋町ア部6番地4
TEL【0767】52-6619（代）  【0767】54-0089（直）  /FAX【0767】52-8761   E-mail ： noto-psw@noto-hospital.jp

相談専用ダイヤル 0767-54-0089
！！

相談専用ダイヤルは
夜間・休日、精神科の
病棟につながります

2017　85号 　陽だまり　4



（赤ちゃんの抱き方を学んでいる様子） （物忘れトレーニングの様子。簡単なようで、なかなか難しい・・・）
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　1990年旧厚生省は、市民と有識者による「看護の日の制定を願う会」の運動をきっかけとし、
近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日である5月12日を「看護の日」と制定
しました。21世紀の高齢社会を支えていくためには、看護の心・ケアの心・助け合いの心を、私
たち一人一人が分かち合うことが必要であるということがその趣旨であります。
　運動の発起人である、医師：日野原重明氏は「看護の心が国民にひろく浸透しなければならぬ」
と話され、作家：橋田壽賀子氏は、夫君が不治の病にかかられた時、こころやすらかに明日を信
じて闘うことができるよう、実にきめ細かな心づくしで支えられ、夫君の人生の最後の一日まで
充実したものとするための看取りを果たされたとのことです。

　日本看護協会は、5月12日「看護の日」を含む週の日曜日から土曜日までを「看護週間」とし
ています。今年度のメインテーマを「看護の心をみんなの心に」とし、気軽に看護に触れて頂け
る行事が全国各地で行われました。
　当院では、「看護の日のイベント」として物忘れトレーニング・血管年齢測定・骨密度測定・
ハンドマッサージ・管理栄養士による栄養相談・何でも相談を２階外来フロアにて開催いたしま
した。また看護師になりたいと夢みる女子高校生５人が、「ふれあい看護体験」に参加し、入院
中の患者さんの手を洗ったり、車イス介助などを体験しました。高校生の「看護師になりたい気
持ちが一層強くなりました！」との言葉に、将来の能登の医療を支える看護師になってくれるこ
とだろうと嬉しく思いました。
　毎年「看護の日・看護週間」のイベントを行っています。来年はぜひ、皆様もご参加ください。



知っ得 ナットク カラダのこと

認
知
症
と
は

認
知
症
と
は
「
脳
の
障
害
に
よ
り
出

来
て
い
た
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
」

た
め
に
「
日
常
生
活
に
介
助
・
見
守
り

が
必
要
に
な
っ
た
」
状
態
を
言
い
ま
す
。

良
く
あ
る
の
は
記
憶
の
障
害
で
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
料
理
な
ど
複
雑
な
手
順

を
要
す
る
作
業
が
出
来
な
い
、
通
い
慣

れ
た
道
で
迷
う
な
ど
様
々
な
症
状
が
あ

り
ま
す
。

認
知
症
の
原
因
は
？

　

認
知
症
の
原
因
と
し
て
一
番
多
い
の

が
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
で
、
認
知

症
患
者
さ
ま
の
約
半
数
が
こ
の
病
気
に

よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
記
憶
障
害
で

気
付
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
も
の
を

置
い
た
場
所
を
忘
れ
る
」「
会
話
の
内

容
を
忘
れ
る
」
な
ど
最
近
の
記
憶
が
障

害
さ
れ
る
一
方
で
、
若
い
頃
な
ど
以
前

の
こ
と
は
良
く
覚
え
て
い
る
の
が
特
徴

で
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
は
病
状
の
進

行
を
遅
延
さ
せ
る
薬
が
近
年
次
々
と
発

売
さ
れ
て
一
定
の
治
療
効
果
を
挙
げ
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
完

治
さ
せ
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
、
世
界
中
で
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

改
善
・
予
防
を
目
的
と
し
た
研
究
が
行

わ
れ
て
お
り
、
能
登
で
も
金
沢
大
学
医

学
部
神
経
内
科
学
教
室
が
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
発
症
原
因
及
び
予
防
に
関
す

る
研
究
・
薬
物
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す

(

ロ
ス
マ
リ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト)

。
こ
れ

ら
の
研
究
か
ら
近
々
の

う
ち
に
新
た
な
治
療
・

予
防
方
法
が
生
ま
れ
る

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
原
因
が

　

原
因
の
「
脳
血
管
性
認
知
症
」、
幻

覚
や
動
作
困
難
を
伴
う
「
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
」、
性
格
変
化
や
異
常
行
動

が
主
体
の
「
前
頭
側
頭
型
認
知
症
」
な

ど
の
認
知
症
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
根

治
の
難
し
い
病
気
で
す
が
、
経
験
を
元

に
し
た
症
状
緩
和
治
療
に
よ
り
患
者
さ

ま
、
ご
家
族
が
共
に
安
楽
に
過
ご
せ
る

時
間
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

治
療
可
能
な
も
の
も
！

　

認
知
症
を
生
じ
る
病
気
に
は
治
療
可

能
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
ビ

タ
ミ
ン
不
足
」
で
、
以
前
は
偏
食
、
栄

養
不
良
（
脚
気
）
が
主
因
で
し
た
が
、

最
近
は
胃
腸
の
手
術
を
受
け
た
方
や
ア

ル
コ
ー
ル
を
連
日
飲
ま
れ
る
方
の
認
知

症
の
原
因
と
し
て
見
ら
れ
ま
す
。
転
ん

で
頭
を
ぶ
つ
け
て
か
ら
数
日
〜
数
ヶ
月

後
に
頭
の
中
に
血
液
が
溜
ま
っ
て
脳

を
圧
迫
す
る
硬
膜
下
血
腫
や
、
同
じ
く

水
が
溜
ま
る
水
頭
症
も
認
知
症
を
生
じ

ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
手
術
に
よ
り
回
復

が
望
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
内
科
疾
患
が

原
因
に
な
る
も
の
、
薬
剤
の
副
作
用
と

し
て
認
知
症
が
出
現
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
特
に
認
知
機
能
低
下
が
急
に
目

立
っ
て
き
た
方
は
治
療
に
よ
り
改
善
が

得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
早

め
に
か
か
り
付
け
の
医
師
に
相
談
す
る

よ
う
に
お
勧
め
し
ま
す
。

　
【
問
い
合
わ
せ
】

公
立
能
登
総
合
病
院

Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
神
経
内
科
外
来

℡
（
０
７
６
７
）
５
２
―
８
７
０
４

は

（図 2）

（認知症サポートチームによるカンファレンス風景）
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認知症について

●先生●

神経内科部長

町  谷 　知  彦



（放射線量を測定している様子）

褥じ
ょ
く
そ
う瘡
専
従
看
護
師
と
し
て

私
は
、
皮
膚
排は

い
せ
つ泄

ケ
ア
認
定
看
護
師

と
な
る
た
め
に
、
京
都
橘
大
学
看
護
教

育
研
修
セ
ン
タ
ー
で
８
ヶ
月
間
研
修
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
学
ん
で
き
た
こ
と

を
活
か
し
て
、
褥
瘡
（
床
ず
れ
）
の
専

従
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

褥
瘡
の
専
従
看
護
師
と
は
？

床
ず
れ
の
で
き
や
す
い
人
に
対
し
て
、

主
治
医
や
病
棟
ス
タ
ッ
フ
、
褥
瘡
対
策

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
予
防
計

画
を
立
て
、
褥
瘡
を
作
ら
な
い
よ
う
に

働
き
か
け
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

褥
瘡
と
は
？

　

長
時
間
の
同
一
部
位
の
圧
迫
に
よ
っ

て
で
き
る
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

褥
瘡
予
防
に
は

①
適
切
な
マ
ッ
ト
レ
ス
の
使
用

②
同
一
部
位
へ
の
圧
迫
を
避
け
る

た
め
に
体
の
向
き
を
変
え
る

③
健
康
な
皮
膚
を
維
持
す
る

④
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
利
用
し
、

骨
の
突
出
し
て
い
る
部
位
の
圧

力
を
分
散
さ
せ
る

⑤
摩
擦
を
少
な
く
す
る

　

褥
瘡
は
ケ
ア
方
法
を
見
直
す
こ
と
で

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
々
勉

強
し
、
新
し
い
知
識
も
取
り
入
れ
、
地

域
の
皆
様
の
褥
瘡
を
改
善
・
予
防
出
来

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

当
院
、
七
尾
鹿
島
消
防
本
部
、
北
陸

電
力
と
の
合
同
訓
練
に
お
い
て
、
傷
病

者
の
引
渡
し
、
処
置
お
よ
び
関
係
者
間

の
連
携
の
実
効
性
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
関
係
者
の
知
識
と
技
能
の
向
上

を
図
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

傷
病
者
に
は
、
左
膝
に
骨
折
の
疑
い

が
あ
る
と
と
も
に
擦
過
傷
が
あ
り
、
現

場
は
汚
染
区
域
で
、
身
体
汚
染
の
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
状
況
を
想
定
し
ま
し

た
。

　

薬
局
建
設
工
事
の
為
、
一
部
外
来
患

者
駐
車
場
が
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

工
期
は
、
平
成
29
年
8
月
1
日
か
ら

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
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一  瀬 　文  江
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公
立
能
登
総
合
病
院
　
〒
926-0816　

石
川
県
七
尾
市
藤
橋
町
ア
部
６
番
地
４
　
TEL 0767-52-6611　

FAX 0767-52-9225

外 来 診 療 予 定 表
診療担当医が変更になる場合があります。希望される医師がある場合は、電話にてご確認の上、ご来院ください。　（2017.8.1）

℡は外線番号　　　作業療法：１か月に１回　生田
●外来診療受付（平日の時間内）
　一般診療受付　午前８時30分～午前11時30分
　但し、診療科によって受付時間が異なる場合もありますので、ご留意ください。

受　付 診察室 月 火 水 木 金
午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後 午　前 午　後

受付Ａ１

℡52-8702
外科１ 守　友

手　術

石　黒

手　術

牛　島

手　術

徳　楽

手　術

古　川

手　術外科２ 古　川 守　友 徳　楽 石　黒

外科３ 大学医
臨床腫瘍外来 牛　島

心臓血管外科
第１.３金曜

歯科口腔外科 長　谷

手　術

長　谷

外来手術

長　谷

外来手術

長　谷

外来手術

長　谷

摂食嚥下

外　来

歯科口腔外科 小　山 小　山 小　山 小　山 小　山

歯科口腔外科 小　林 小　林 小　林 小　林 小　林

歯科口腔外科 大学医 大学医 大学医 大学医 大学医

受付Ａ２

℡52-8702
整形外科１ 岩　永

手　術
手　術

装具外来
14：00～15：00

手　術 手　術

池　野
（初診） 手　術

装具外来
13：30～15：00

整形外科２ 伊　井
（初診）

伊　井
（初診）

岡　本
（初診）

岡　本
（脊椎専門）

伊　井
（関節専門）

整形外科３ 岡　本 池　野 池　野
岩　永
（初診） 岩永

小児発達支援 八幡（第４）
13：30～15：00

受付Ｂ１

℡52-8703
消化器内科１ 安　田

中　村
（再診）

中　村
（再診） 安　田

柿　木
（再診）

皮膚科１ 非常勤医
9：00～

非常勤医
14：00～15：30 谷　内

手術・検査
谷　内 谷　内 谷　内

15：00～16：30 谷　内
手術・検査

皮膚科２ 牧　野 手術・検査 牧　野 牧　野 牧　野
15：00～16：30 牧　野 非常勤医

9：00～

形成外科１（初診） 山　城 初　診
9：00～11：30 吉　田 初　診

9：30～11：30

手　術
14：00～17：00

山　城 初　診
9：30～10：30

手　術
13：00～17：00

吉　田 初　診
9：30～10：30

手　術
13：30～17：00

山　城 初　診
9：30～11：30

学生外来
15：30～16：30形成外科２ 吉　田 山　城 吉　田 山　城 吉　田

美容外科 山　城
14：00～17：00

　　　　　
（第１金曜）

山　城
14：00～17：00

受付Ｂ２

℡52-8703
内科１（初診） 泉　谷

当番医

（紹介のみ）

山　端

当番医

（紹介のみ）

酒　井

当番医

（紹介のみ）

藤　岡

当番医

（紹介のみ）

中　島

当番医

（紹介のみ）

内科２ 藤　岡 中　島 藤　岡 山　端 泉　谷

内科３ 酒　井
柿　木

（消内・初診）
柿　木

（消内・初診） 吉村光
中　村

（消内・初診）
内科４ 横　山 村　本 横　山 中　島 村　本

循環器内科１ 村　田 村　田 村　田 村　田 村　田

循環器内科２ 中　野 八重樫 中　野 八重樫 中　野

受付Ｃ１

℡52-8704
神経内科１ 町　谷

予約のみ
町　谷
予約のみ

町　谷
予約のみ

町　谷
予約のみ

（町　谷）
往　診

神内・呼吸・血液 佐　藤
（呼吸器）

大　畑
（血液内科）

柴　田
（神内・予約）

耳鼻咽喉科１ 坂　本 坂　本
14：30～16：30 坂　本

手術・検査
坂　本

初診10：00まで 手術・検査
坂　本

手術・検査
坂　本

初診10：00まで 手術・検査
耳鼻咽喉科２ 熊　井 熊　井

14：30～16：30 熊　井 熊　井
初診10：00まで 中　村 熊　井

初診10：00まで

受付Ｃ２

℡52-8704
脳神経外科１ 圓　角

（初診）
廣　田
（初診）

圓　角
（初診）

廣　田
（初診）

朴
（初診）

脳神経外科２ 廣　田 圓　角 朴 朴 圓　角

眼科１ 佐　伯 検　査 佐　伯 手　術 佐　伯 手　術 佐　伯 検　査 佐　伯 検　査

受付Ｄ１

℡52-8705
泌尿器科１ 南／大学医 手　術

入院検査

上　木 手術

入院検査

南 検査処置
入院検査
他科回診

上　木 手　術

入院検査

中　野 検査処置
入院検査
他科回診泌尿器科２ 大学医

（初診）
中　野
（初診）

上　木
（初診）

大学医
（初診）

南
（初診）

小児科１ 池　野 和　田
１ヵ月検診

和　田
斉　藤
（心臓）

池　野
池野・中西

和　田

小児科２ 宮　澤 中　西 池　野 中　西 宮　澤

受付Ｄ２

℡52-8705
産婦人科１ 大学医

（柴田）
富　澤 １ヵ月検診 大学医

（高倉）
大学医
（笹川） 手　術

大学医
（髙木） 手　術

産婦人科２ 富　澤
大学医
（藤田）

富　澤 富　澤 富　澤

精神
センター

℡52-6619

精神科１ 眞　舘 亀　谷 亀　谷 眞　舘 眞　舘

精神科２ 平　松 平　松 平　松 平　松 平　松

精神科３ 小　坂 小　坂 小　坂 小　坂

精神科４ 古　谷 古　谷

健診部 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師 内科医師

放射線科
中　村（月～金）・森　永（月～金）・吉　川（月～金）

萱野（核医学）
　南　（血管内治療）
桜　井（放射線治療）

滝　（核医学）
熊　野（放射線治療）
高　松（放射線治療）

能登島
診療所
℡84-1014

外来診療 山　下 真　智 山　下 真　智 休　診 真　智 真　智 山　下
山　下

釶打診療所

訪問診療 真　智 山　下 真　智 山　下 真　智 山　下 山　下 真　智 真　智

整形外科
の受付は
10:30まで


